
第８６回 広島数理解析セミナー （２００５年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.86

日時 ： ５月２０日（金）１５：３０～１６：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 飯田　雅人 氏 （岩手大学）
題目 ： 遠方での増大条件を課した１次元半線形楕円型方程式の解の構成
要旨 ： ロトカ・ヴォルテラ型の競争関係にある２種の生物個体群の線形拡散を記述す

る方程式「競争拡散系」において、種間競争の激しさを反映するパラメータが
極端に大きな状況では、２種の「棲み分け」に相当する現象が現れる。このと
き、「分離された」２種の生息地が接触する境目付近は「角遷移層」と呼ばれ
る状況になる。
今回は、この角遷移層付近での漸近解（解の接合漸近展開における内部展開の
主要項）を厳密に構成する手法を紹介する。この漸近解は角遷移層の両側との
接合条件に拘束されるために、「無限遠方で増大する係数を持つ１次元半線形
楕円型方程式」の無限遠方で増大する解に帰着される。一般に、反応拡散系の
特異摂動問題において、内部遷移層付近での漸近解としてしばしば現れる「両
側の無限遠方で異なる定数に漸近する１次元半線形楕円型方程式の解」の性質
については多くのことが知られているが、今回は、係数と無限遠境界条件がと
もに遠方で増大するような１次元半線形楕円型境界値問題の解の性質を紹介し
たい。
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